
1,トレーニングから結果確認まで
1) ビデオ一覧から、トレーニング画面へ
① ビデオ一覧画面の表示

画面の左側には、トレーニング可能な動画ジャンルがリストアップされます。
画面の右側には、動画ジャンルリスト上で選択したジャンルの動画がタイル状に表示されます。

(a) 動画ジャンル ︓ ログインユーザが受講できる動画ジャンルのリストが表示されます。
トレーニング用動画はジャンル分けされており、ジャンル名をクリックすると、クリックしたジャンルの動画が
右側の(b)動画リストに表示されます。
クリックすると、(b)動画リストが選択したジャンルの動画リストに切り替わります。

(b) 動画リスト ︓ (a)で指定した動画ジャンルの動画がリスト表示されます。

動画のサムネイル
クリックすると、トレーニング画面に進みます。
動画No（ジャンル毎に採番されています。）
動画タイトル
ログインユーザの再生回数とトレーニング回数

3) トレーニングを⾏う
① トレーニング前画面

選択した動画でトレーニングを開始する場合は、「トレーニング開始」ボタンをクリックしてください。トレーニング画面に進みます。
動画再⽣のみ⾏う（トレーニングは⾏わない）場合は、「再⽣開始」をクリックしてください。再⽣画⾯に進みます。
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(a) ビデオ一覧ボタン ︓ ビデオ一覧画面に戻ります。
(b) 採点結果ボタン ︓ 採点結果画⾯に遷移して、(e)の最新トレーニング履歴の採点結果を表⽰します。

ビデオで確認ボタン ︓ ビデオで確認画⾯に遷移して、(e)の最新トレーニング履歴の結果を動画上で確認します。
(c) トレーニング開始ボタン︓ トレーニングを開始します。

クリック後、以下のようなメッセージが表示される場合があります。
トレーニングする動画のトレーニングポイントが表⽰されるので、このポイントを意識してトレーニングを
進めてください。

(d) 再生開始ボタン ︓ 動画の再⽣のみ⾏います。
クリック後は(c)トレーニング開始ボタンクリック時と同様、動画のポイントがメッセージ表示される
場合がありますので、この場合は、ポイントを意識して動画を再⽣してください。

(e) トレーニング履歴 ︓ 選択動画のこれまでのトレーニング履歴をリスト表⽰します。最⼤直近６件まで表⽰します。
リスト上でクリックすると、クリックしたトレーニングの採点結果画面に遷移します。

② トレーニング画面
遷移直後は動画は一時停止中の状態になっています。
動画を再⽣して、注意が必要と思われる個所を発⾒したら、以下の流れでマーキングしていきます。
※　マーキングできるのはトレーニング中のみで、前画面で「再生開始」をクリックした場合、マーキングはできません。

トレーニング中の動画の再⽣・停⽌操作は、以下のとおりキーボード上のキー操作、または画⾯上のボタン操作で⾏います。
動画再生 キーボード操作 マウス操作
再生開始・再開(PLAY) 一時停止中にTAB、またはENTERキー押下 クリック
一時停止(PAUSE) 再生中にTAB、またはENTERキー押下 クリック
トレーニング中止(EXIT) ー クリック

(a) ウィンカー表示 ︓ 動画表示枠の左右に、ウィンカーが表示されます。右折・左折の手前でウィンカーが表示されます。
（※　講師によってウィンカー設定がされていない場合は、表示されません。）

(b) 再生位置表示バー ︓ 再生時間位置を表示します。
この画面上では、バー上をクリックしても、その時間位置にジャンプすることはありません。

A) マーキングの流れ
i) 動画注意箇所が現れた時点で、動画を一時停止する（キーやボタンで停止）

↓
ii) 動画上の注意箇所を左クリックします。

動画再生中でも、左クリックすると注意箇所を指定できます。クリック後一時停止状態になります。
（間違えてクリックした場合は、円内にマウスを当てて右クリックすると、クリックは削除されます。）
↓

iii) 動画再生を再開（キーやボタンで再生開始）
i)〜iii)の流れを動画の最後まで繰り返し⾏います。
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B) 動画の再⽣が完了すると、以下のメッセージが表⽰されます。

・ 動画を再⽣しながら講師と⾃分の注意箇所の位置⽐較を⾏う場合は、
「はい」ボタンをクリックして、ビデオで確認画面に遷移してください。

・ 採点結果を数値や表で確認したい場合は、「いいえ」ボタンをクリックして、
採点結果画面に進んでください。
（右上の「×」ボタンをクリックした場合、採点結果画面に進みます。）

4) 採点結果の⾒⽅
① 採点結果画面

トレーニング結果を表示します。

(a) ビデオ一覧ボタン ︓ ビデオ一覧画面に戻ります。
トレーニングボタン ︓ (b)で選択している動画ジャンル、動画のトレーニング前画面に遷移します。

指定した動画がトレーニングできない動画（注意エリア未登録、休止中）の場合は、
このボタンは表示されません。

ビデオで確認ボタン ︓ (b)で選択している動画ジャンル、動画の、(c)トレーニング履歴で選択中トレーニングについて、
ビデオで確認画面に遷移して、動画上でトレーニング結果を確認します。

(b) 動画ジャンルリスト ︓ ログインユーザがトレーニング可能な動画ジャンルがリストアップされます。（ビデオ一覧画面と同じです。）
選択を変えると、下の動画リストの内容が指定動画ジャンルの動画リストに切り替わります。

(c) 受講者名 ︓ ログインユーザ名が表示されます。
再生・訓練回数 指定動画の再生・トレーニング回数
トレーニング履歴リスト ︓ 指定動画のトレーニング履歴を最新から最⼤6件表⽰します。

⽔⾊になっている履歴が現在選択中のトレーニングで、この履歴の評価が画⾯に表⽰されています。
傾向とアドバイス ︓ トレーニング履歴が6件以上であれば、直近6件のトレーニング結果から傾向を洗い出し、

アドバイス文を標示します。
動画情報 ︓ 指定動画の動画No.、タイトル、動画サムネイルを表示します。
総合評価 ︓ ⼀致度と打率より、総合評価（得点）を算出し、算出結果より、◎○△×の評価と

メッセージを表示します。
⼀致度 ︓ 注意エリアを漏れなくマーキングできたかどうかの度合いを割合(%)で表⽰します。

上段は全注意エリアに対する評価、下段は注意タイプごとの評価になります。
打率 ︓ 注意エリアを的確にマーキングし、関係ないエリアをマーキングしていないかどうかの評価となります。

(d) 総合評価・⼀致度・打率とは︖▲ボタン
︓ クリックすると、ボタン上部に総合評価・⼀致度・打率についての簡単な説明が表⽰されます。

再度クリックすると、説明は消えます。

b

a a

c

d

P.3



② ビデオで確認画面
トレーニング結果を動画上で確認するための画面です。

(a) ビデオ一覧ボタン ︓ ビデオ一覧画面に戻ります。
トレーニングボタン ︓ (b)で選択している動画ジャンル、動画のトレーニング前画面に遷移します。

指定した動画がトレーニングできない動画（注意エリア未登録、休止中）の場合は、
このボタンは表示されません。

採点結果ボタン ︓ (b)で選択している動画ジャンル、動画の、(c)トレーニング履歴で選択中トレーニングについて、
採点結果画面に遷移して、採点結果を数値と表で確認します。

(b) 動画表示エリア ︓ トレーニング動画と、講師が登録した注意エリア、そしてユーザ本人がクリックした注意箇所が
表示されます。

動画の再⽣・停⽌操作は、以下のとおりキーボード上のキー操作、または画⾯上のボタン操作で⾏います。
動画再生 キーボード操作 マウス操作
再生開始・再開(PLAY) 一時停止中にTAB、またはENTERキー押下 クリック
一時停止(PAUSE) 再生中にTAB、またはENTERキー押下 クリック
巻戻し(2.5秒戻る) ←キー押下 クリック
早送り(2.5秒進む) →キー押下 クリック
再⽣速度UP(≦2倍速) ↑キー押下
再⽣速度DOWN(≧0.1倍速) ↓キー押下

ウィンカー表示 ︓ 動画表示枠の左右に、ウィンカーが表示されます。右折・左折の手前でウィンカーが表示されます。
（※　講師によってウィンカー設定がされていない場合は、表示されません。）

タイムラインバー ︓ 再生時間位置を表示します。
バー上をクリックすると、その時間位置にジャンプします。
講師バーや受講者バーをクリックしても、同じようにクリックした時間位置にジャンプします。

講師・受講者バー ︓ 講師、受講者それぞれがマーキング、クリックした時間位置を表します。

講師のコメント付きの講師マーカーの場合、
マーカー上にマウスを動かすと、講師のコメントが
表示されます。講師がコメントを登録していない
マーカー上では何も表示されません。

受講者も自身の感想をコメントととして登録することができます。
クリック箇所を右クリックして、コメント登録ダイアログを表示します。

了解ボタンクリックで登録、取消しボタンクリックで登録中⽌します。
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(c) 受講者名 ︓ ログインユーザ名が表示されます。
トレーニング日時 ︓ トレーニングした日時を表示します。
注意タイプ別リスト ︓ トレーニング結果を注意タイプごとにまとめたリストです。

左から、「注意タイプ名」「合致エリア数」「注意エリア数」の順に並びます。
★注意タイプ選択について
① 注意タイプ別リストで「すべて」を選択している場合は、
全ての講師マーカーと受講者クリックが動画上に表示
されます。再生位置は変わりません。

② 注意タイプを選択すると、選択した注意タイプの
講師マーカーと、マーカーに合致したクリックが
動画上に表示されます。
動画の再生位置は、選択した注意タイプの講師
マーカーの初出位置にジャンプします。

③ 「*** 注意エリア外クリック数 ***」を選択した場合、
全ての講師マーカーと、どの講師マーカーとも合致しない
受講者クリックが動画上に表示されます。
再生位置は変わりません。
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2,過去のトレーニング結果を確認する
受講者のトレーニング結果はサーバーに蓄積され、トレーニング終了後、いつでも履歴を確認することができます。

目次 1) 過去のトレーニング結果を確認する。
1) 過去のトレーニング結果を確認する。
① 採点結果画面を表示する

過去のトレーニング結果を確認する場合は、まずビデオ一覧画面で確認したい動画のサムネイルをクリックして、トレーニング画面に遷移します。

トレーニング画⾯を表⽰すると、画⾯右側にトレーニング履歴⼀覧が表⽰されます。
履歴は最新トレーニング⽇時から遡って最⼤過去６トレーニング結果分まで表⽰され、その回数分だけ採点結果を確認できます。

画面上部の「採点結果」タブをクリックすると、採点結果画面に遷移し、最新のトレーニング結果の採点結果が確認できます。
画⾯右側のトレーニング履歴⼀覧で、確認したい履歴⾏をクリックすると、採点結果画⾯に遷移し、選択した履歴のトレーニング結果を
確認していただけます。

② 選択したトレーニングの採点結果表示
過去のトレーニング結果が表示されます。表示内容は、トレーニング実施直後の採点結果画面と同じです。
画⾯中央にはトレーニング初期画⾯と同じく、トレーニング履歴⼀覧が表⽰され、画⾯に表⽰されているトレーニング採点結果の
履歴表⽰が選択されます。（⾏の背景⾊が変更されます。）
なお、このトレーニング結果画⾯からも他の履歴を確認することができ、履歴表⽰の⾏を選択すると、その履歴のトレーニング結果が
表示されます。
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